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一
九
三
〇
年
代
の
「
第
二
未
来
派
」
と
レ
ジ
ー
ナ 
太
田 
岳
人   
は
じ
め
に 
 
「
我
々
は
、
美
術
館
、
図
書
館
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
破
壊
す
る
と
と
も
に
、
道
徳
主
義
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
（fem
m
inism
o
）、
そ
し
て
機
会
主
義
的
も
し
く
は
実
利
的
な
あ
ら
ゆ
る
卑
务
さ
と
戦
い
た
い
」
―
―
一
九
〇
九
年
二
月
二
〇
日
の
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
紙
に
発
表
さ
れ
た
「
未
来
派
創
立
宣
言
」
の
第
十
項
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
戦
う
」
こ
と
を
表
明
し
た
こ
の
一
節
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
未
来
派
が
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
芸
術
」
と
し
て
批
判
さ
れ
る
中
で
、
未
来
派
の
女
性
蔑
視
的
本
質
を
露
呈
し
た
も
の
と
し
て
し
ば
し
ば
捉
え
ら
れ
て
き
た
（
１
）
。 
し
か
し
実
際
に
は
、
三
十
年
以
上
に
渡
っ
て
展
開
さ
れ
た
こ
の
芸
術
運
動
の
歴
史
に
お
い
て
、
女
性
の
存
在
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
初
期
の
運
動
に
参
加
し
、
詩
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
と
も
に
「
未
来
派
女
性
宣
言
」
お
よ
び
「
未
来
派
情
欲
宣
言
」
と
い
っ
た
宣
言
を
公
表
し
た
ヴ
ァ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
＝
ポ
ワ
ン
（V
alentine de S
aint P
oint, 
一
八
七
五
―
一
九
五
三
）
や
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
詩
・
小
説
・
絵
画
に
渡
っ
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
運
動
の
指
導
者
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
（F
ilippo T
om
m
aso M
arinetti, 
一
八
七
六
―
一
九
四
四
）
の
夫
人
で
あ
っ
た
ベ
ネ
デ
ッ
タ
・
カ
ッ
パ
（B
endetta C
appa M
arinetti, 
一
八
九
七
―
一
九
七
七
）
の
名
前
は
比
較
的
知
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
現
れ
た
サ
ラ
リ
ス
に
よ
る
女
性
未
来
派
文
学
の
紹
介
（
２
）
や
、
ヴ
ェ
ル
ジ
ネ
の
企
画
に
よ
る
展
覧
会
「
も
う
片
方
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
（
３
）
」
な
ど
は
、
こ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
の
歴
史
を
通
じ
、
数
十
人
も
の
女
性
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
男
性
の
未
来
派
と
比
べ
、
一
次
史
料
の
掘
り
起
こ
し
や
整
理
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
遅
れ
が
あ
る
も
の
の
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
英
語
圏
に
お
い
て
、
女
性
未
来
派
を
列
伝
的
に
網
羅
し
た
ベ
ン
テ
ィ
ヴ
ォ
ッ
リ
ョ
と
ゾ
ッ
コ
リ
の
著
作
が
公
刊
さ
れ（４
、）
二
〇
〇
九
年
の
未
来
派
誕
生
百
周
年
の
前
後
に
お
け
る
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
や
出
版
物
の
中
に
も
、
女
性
未
来
派
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
複
数
出
版
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。 
 
本
稿
は
こ
う
し
た
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
初
期
未
来
派
と
の
対
比
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
と
の
関
係
か
ら
勢
い
を
失
っ
た
と
さ
れ
る
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
第
二
未
来
派
（secondo futurism
o
）」
が
、
な
お
新
た
な
芸
術
家
が
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
こ
と
へ
の
関
心
か
ら
、
彫
刻
を
中
心
に
活
躍
し
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
女
性
で
あ
っ
た
レ
ジ
ー
ナ
（
本
名
R
egina B
racchi C
assolo, 
一
八
九
四
―
一
九
七
四
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
彼
女
が
正
式
に
運
動
に
加
わ
っ
た
の
は
一
九
三
三
年
と
遅
く
、
そ
の
作
品
の
独
自
性
に
よ
っ
て
女
性
未
来
派
の
中
で
も
比
較
的
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
の
と
同
時
に
、
彼
女
の
作
品
の
質
や
未
来
派
の
終
焉
（
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
病
没
す
る
一
九
四
四
年
）
後
に
お
け
る
軌
跡
か
ら
、
こ
の
芸
術
運
動
－46－ 
 
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
存
在
で
も
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
き
た
。
芸
術
家
の
生
前
に
出
版
さ
れ
そ
の
数
尐
な
い
肉
声
を
含
む
シ
ェ
イ
ウ
ィ
ラ
ー
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
（
６
）
、
充
実
し
た
文
献
目
録
や
作
品
デ
ー
タ
を
備
え
た
カ
ラ
メ
ル
に
よ
る
回
顧
展
カ
タ
ロ
グ
（
７
）
、
不
明
な
部
分
の
多
い
未
来
派
以
前
の
芸
術
家
の
情
報
に
つ
い
て
公
共
機
関
の
記
録
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
カ
ラ
メ
ル
の
年
代
推
定
の
一
部
に
修
正
を
試
み
た
ゼ
ラ
ス
キ
の
論
考
（
８
）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
そ
う
し
た
視
点
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
は
む
し
ろ
、
一
九
三
〇
年
代
の
第
二
未
来
派
と
い
う
星
座
の
恒
星
と
し
て
彼
女
を
扱
い
、
そ
の
中
に
お
け
る
彼
女
の
位
置
を
再
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
芸
術
の
あ
り
方
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 
  
一 
レ
ジ
ー
ナ
の
略
歴 
  
一
八
九
四
年
、
レ
ジ
ー
ナ
・
カ
ッ
ソ
ロ
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
パ
ヴ
ィ
ー
ア
近
郊
の
小
さ
い
コ
ム
ー
ネ
で
あ
る
メ
ー
デ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ナ
（M
ede L
om
ellina
）
に
生
ま
れ
た
。
父
ア
ン
ジ
ェ
ロ
は
精
肉
店
を
営
ん
で
い
た
も
の
の
若
く
し
て
亡
く
な
り
、
母
ロ
ー
ザ
は
家
業
を
続
け
る
た
め
、
パ
ヴ
ィ
ー
ア
の
寄
宿
学
校
に
娘
を
入
学
さ
せ
た
。
彼
女
は
寄
宿
学
校
か
ら
ミ
ラ
ノ
の
ブ
レ
ラ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
進
み
絵
画
を
学
ぶ
が
、
そ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
さ
ら
に
彫
刻
を
学
ぶ
べ
く
ト
リ
ノ
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ア
ッ
ロ
ア
ー
テ
ィ
（G
iovanni A
lloati, 
一
八
七
八
―
一
九
六
四
）
の
も
と
に
赴
い
た
。
こ
の
間
の
一
九
二
一
年
に
、
ミ
ラ
ノ
の
画
家
ル
イ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ッ
キ
（L
uigi 
B
racchi, 
一
八
九
二
―
一
九
七
六
）
と
結
婚
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ
キ
の
作
風
は
風
景
と
人
物
を
も
っ
ぱ
ら
と
し
た
具
象
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現
は
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
が
、
配
偶
者
の
活
動
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
を
常
に
支
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
９
）
。 
一
九
二
〇
年
代
の
レ
ジ
ー
ナ
の
彫
刻
は
、
石
膏
、
大
理
石
、
青
銅
と
い
っ
た
伝
統
的
な
素
材
を
活
用
し
た
人
物
彫
像
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
半
と
後
半
に
お
い
て
彼
女
の
作
風
は
変
化
し
て
い
る
。
二
〇
年
代
前
半
の
作
品
に
お
い
て
は
、
師
の
得
意
と
し
た
種
の
、
滑
ら
か
な
が
ら
も
写
実
的
な
彫
像
の
表
現
の
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
《
頭
部
》【
図
１
】
な
ど
、
二
〇
年
代
後
半
の
作
品
か
ら
は
、
ブ
ラ
ン
ク
ー
シ
や
メ
ナ
ル
ド
・
ロ
ッ
ソ
の
作
例
に
あ
る
よ
う
な
、
形
状
の
抽
象
化
へ
の
動
き
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
０
）
。 
 
し
か
し
、
彼
女
が
真
に
独
自
の
手
法
を
獲
得
す
る
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
彫
刻
に
は
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
素
材
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ブ
リ
キ
、
鉄
な
ど
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
薄
板
を
ハ
サ
ミ
で
切
断
し
、
折
り
曲
げ
、
穴
を
あ
け
、
貼
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
築
し
た
造
形
は
、
一
九
三
一
年
に
ミ
ラ
ノ
で
行
わ
れ
た
彼
女
の
は
じ
め
て
の
個
展
に
お
い
て
公
開
さ
れ
る
と
同
時
に
、
北
西
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
家
の
間
に
お
い
て
注
目
を
集
め
だ
し
た
。
そ
の
最
初
の
例
と
し
て
は
、
ミ
ラ
ノ
お
よ
び
ト
リ
ノ
に
お
い
て
抽
象
芸
術
の
若
き
理
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
エ
ド
ア
ル
ド
・
ペ
ル
シ
コ（E
doardo P
ersico, 
一
九
〇
〇
―
一
九
三
六
）
の
一
文
が
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
同
年
の
『
カ
ー
ザ
・
ベ
ッ
ラ
』
誌
の
記
事
で
《
ソ
フ
ァ
ー
》【
図
２
】
な
ど
を
取
り
上
げ
、「
な
じ
み
の
な
い
、
ま
さ
に
最
も
新
し
い
素
材
に
よ
り
、
大
理
石
や
青
銅
の
彫
刻
に
付
さ
れ
る
の
と
同
様
の
感
情
を
表
現
す
る
と
い
う
興
味
深
い
試
み
」
は
、「
お
そ
ら
く
芸
術
家
の
意
図
を
も
超
え
る
」
も
の
の
、「
革
新
の
、
し
ば
し
ば
解
放
の
努
力
を
意
味
し
て
お
り
、
近
代
精
神
へ
の
大
き
な
様
式
的
一
致
を
保
ち
つ
つ
完
成
し
て
い
る
」
と
言
及
し
、
翌
年
の
同
誌
に
お
い
て
も
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る（１
。１） 
一
方
で
、
ペ
ル
シ
コ
と
は
別
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
潮
流
も
彼
女
を
見
出
し
た
。
ト
リ
ノ
を
中
心
に
－47－ 
 
活
躍
し
て
い
た
未
来
派
の
フ
ィ
ッ
リ
ア
（F
illia, 
本
名L
uigi C
olom
bo, 
一
九
〇
四
―
一
九
三
六
）
は
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
か
ら
絵
画
に
お
い
て
頭
角
を
現
す
と
と
も
に
、『
チ
ッ
タ
・
ヌ
ォ
ー
ヴ
ァ
』
の
よ
う
な
未
来
派
の
芸
術
雑
誌
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
り
、「
未
来
派
宗
教
絵
画
宣
言
」
や
書
籍
『
未
来
派
料
理
』
を
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
と
共
同
で
発
表
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
運
動
の
若
き
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
に
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
「
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
」
展
へ
の
参
加
を
促
す
彼
の
提
案
を
、
レ
ジ
ー
ナ
が
了
解
し
た
こ
と
で
、
彼
女
と
運
動
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。
翌
一
九
三
四
年
に
は
、
当
時
ミ
ラ
ノ
の
未
来
派
の
一
員
で
あ
っ
た
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
（B
runo 
M
unari, 
一
九
〇
七
―
一
九
九
八
）
ら
の
「
ミ
ラ
ノ
未
来
派
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
っ
て
、「
未
来
派
航
空
造
形
技
術
宣
言
」
が
公
表
さ
れ
る
際
、
唯
一
の
女
性
か
つ
最
年
長
の
署
名
者
と
し
て
そ
れ
に
加
わ
る
（
１
２
）
。
こ
の
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
間
彼
女
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
四
〇
年
ま
で
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
、
一
九
三
五
年
お
よ
び
一
九
三
九
年
の
ロ
ー
マ
・
ク
ア
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
な
ど
の
、
未
来
派
が
グ
ル
ー
プ
で
進
出
し
て
い
た
国
家
規
模
の
展
覧
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
と
と
も
に
、
一
九
三
六
年
の
ミ
ラ
ノ
で
行
わ
れ
た
「
国
際
舞
台
装
置
展
」
な
ど
に
も
進
出
し
た
。
一
九
三
七
年
に
は
半
年
に
わ
た
っ
て
パ
リ
に
滞
在
し
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
に
も
接
触
し
た
と
い
う
。
し
か
し
一
九
四
一
年
か
ら
は
、
未
来
派
の
展
覧
会
へ
の
出
品
を
中
止
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
倒
壊
す
る
一
九
四
三
年
に
は
、
ミ
ラ
ノ
を
離
れ
郷
里
に
疎
開
し
た
。 
レ
ジ
ー
ナ
が
再
び
美
術
界
に
姿
を
現
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
十
年
後
の
一
九
五
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
か
ら
彼
女
は
、
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
を
風
靡
し
た
新
リ
ア
リ
ズ
ム
お
よ
び
ポ
ス
ト
・
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
動
向
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
抽
象
芸
術
の
制
作
者
の
連
合
体
で
あ
る
「
具
体
芸
術
運
動
（M
ovim
ento A
rte C
oncreta
）」
へ
参
加
し
、
運
動
が
正
式
に
解
散
す
る
一
九
五
八
年
ま
で
活
動
を
共
に
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
レ
ジ
ー
ナ
は
、
金
属
の
薄
板
と
い
う
素
材
か
ら
は
離
れ
、
石
膏
や
様
々
な
樹
脂
ガ
ラ
ス
に
よ
る
幾
何
学
的
な
形
態
を
活
用
し
た
、
よ
り
純
粋
な
抽
象
性
の
高
い
彫
刻
の
制
作
へ
と
向
か
っ
て
お
り
、
具
体
芸
術
運
動
の
終
息
後
も
そ
れ
は
続
い
た
。
一
九
七
四
年
に
、
自
宅
で
の
転
倒
事
故
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
女
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
た
作
品
は
ル
イ
ー
ジ
・
ブ
ラ
ッ
キ
に
よ
っ
て
メ
ー
デ
に
寄
贈
さ
れ
、
同
地
の
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
・
サ
ン
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
の
一
角
を
占
め
る
「
レ
ジ
ー
ナ
美
術
館
」
に
現
在
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。 
  
二 
同
時
代
の
未
来
派
の
彫
刻
と
の
対
比 
 
レ
ジ
ー
ナ
が
未
来
派
に
加
入
し
た
時
、
こ
の
芸
術
運
動
は
す
で
に
四
半
世
紀
近
い
歴
史
を
経
過
し
て
い
た
。
一
九
二
九
年
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
は
新
設
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
（
一
九
三
〇
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
《
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
》【
図
３
】
で
、
レ
ジ
ー
ナ
は
会
員
と
し
て
の
礼
服
、
帽
子
、
サ
ー
ベ
ル
を
着
用
し
た
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
姿
を
描
い
た
）。
ま
た
、
こ
の
二
九
年
に
彼
は
「
航
空
絵
画
宣
言
」
を
発
表
し
て
い
る
。
飛
行
機
の
発
達
が
人
間
に
も
た
ら
し
た
新
し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
や
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
写
す
る
こ
と
、
ま
た
飛
行
機
の
時
代
に
お
け
る
新
し
い
芸
術
家
の
内
的
精
神
の
探
究
を
称
揚
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た
こ
の
宣
言
は
、
一
九
三
一
年
に
ふ
た
た
び
当
時
の
未
来
派
に
お
け
る
各
世
代
の
主
要
な
芸
術
家
八
名
の
署
名
を
加
え
て
公
開
さ
れ
た
（
１
３
）
。
以
来
「
航
空
（A
ero
）」
と
い
う
言
葉
は
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
こ
の
運
動
の
旗
印
と
な
り
、
こ
の
時
期
の
展
覧
会
に
お
い
て
は
多
数
の
画
家
に
よ
る
「
航
空
絵
画
（A
eropittura
）」
と
と
も
に
、「
航
空
彫
刻
（A
eroscultura
）」
の
存
在
が
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 
－48－ 
 
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
は
同
時
代
の
代
表
的
な
「
航
空
彫
刻
」
家
と
し
て
、
ミ
ー
ノ
・
ロ
ッ
ソ
（M
ino 
R
osso, 
一
九
〇
四
―
一
九
六
三
）
や
レ
ナ
ー
ト
・
デ
ィ
＝
ボ
ッ
ソ
（R
enato di B
osso, 
本
名
R
enato R
ighetti,
一
九
〇
五
―
一
九
八
二
）
ら
を
プ
ロ
モ
ー
ト
し
て
い
る
。
彼
ら
の
作
品
に
は
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（U
m
berto B
occioni, 
一
八
八
二
―
一
九
一
六
）
に
代
表
さ
れ
る
、
外
部
へ
表
出
さ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
意
図
す
る
初
期
未
来
派
の
彫
刻
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
、
ま
た
流
動
的
な
フ
ォ
ル
ム
に
よ
る
抽
象
化
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
て
い
る
現
実
の
「
飛
行
」
に
関
す
る
主
題
（
た
と
え
ば
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
」）
を
、
凝
縮
し
た
形
で
ス
ト
レ
ー
ト
に
強
調
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
男
性
の
「
航
空
彫
刻
家
」
の
作
品
と
、
レ
ジ
ー
ナ
の
そ
れ
と
を
比
較
し
た
場
合
、
両
者
は
「
未
来
派
」
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
出
品
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
造
形
の
あ
り
方
に
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。 
一
九
三
六
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
さ
れ
た
《
航
空
感
性
（A
erosensibilità
）》【
図
４（１
】４）
は
、
タ
イ
ト
ル
に
こ
そ
「
航
空
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
て
い
る
も
の
の
、
現
実
の
飛
行
機
や
飛
行
士
の
活
動
を
連
想
さ
せ
る
要
素
に
は
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ッ
リ
ア
や
エ
ン
リ
コ
・
プ
ラ
ン
ポ
リ
ー
ニ
（E
nrico P
ram
polini, 
一
八
九
四
―
一
九
五
六
）
ら
が
彼
ら
の
「
航
空
絵
画
」
で
示
し
た
よ
う
に
、「
脱
地
上
的
な
精
神
性
」
の
追
求
か
ら
の
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
造
形
性
へ
の
接
近
も
見
ら
れ
な
い
。
足
を
組
ん
で
座
る
女
性
と
い
う
形
象
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
以
前
に
つ
く
ら
れ
た
《
尐
女
》【
図
５
】
な
ど
の
あ
り
方
と
類
似
し
て
お
り
、
金
属
薄
板
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
先
立
つ
時
期
の
小
彫
像
群
に
明
ら
か
に
近
い
も
の
」
と
し
た
、
カ
ラ
メ
ル
の
評
価
は
正
し
い
（
１
５
）
。 
ま
た
、
同
展
で
一
緒
に
展
示
さ
れ
た
《
飛
行
士
の
恋
人
》【
図
６
】
は
、
枠
組
み
と
な
る
底
の
浅
い
箱
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
薄
板
を
二
重
に
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
ま
た
切
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
抽
象
的
に
女
性
の
全
身
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
絵
画
的
平
面
性
が
保
た
れ
つ
つ
、
光
が
作
品
に
照
射
さ
れ
る
こ
と
で
、
切
れ
目
や
層
の
間
に
立
体
的
な
輪
郭
線
や
影
が
生
ま
れ
、
二
次
元
性
と
三
次
元
性
の
感
覚
が
同
時
に
出
現
す
る
と
い
う
、
非
常
に
独
自
性
の
高
い
作
品
で
あ
る
。 
金
属
板
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
飛
行
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
未
来
派
の
試
み
は
、
タ
イ
ヤ
ー
ト
（T
hayaht, 
本
名E
rnesto M
ichahelles, 
一
八
九
三
―
一
九
五
九
）
の
《
大
気
の
勝
利
》（
一
九
三
一
年
、
ソ
ニ
ア
＆
マ
ッ
シ
モ
・
チ
ル
ッ
リ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
蔵
）
の
よ
う
な
作
品
に
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
左
右
対
称
の
シ
ン
メ
ト
リ
ー
を
有
す
る
デ
ザ
イ
ン
的
な
形
状
を
持
ち
、
翼
な
い
し
は
現
実
の
飛
行
機
の
姿
を
容
易
に
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
物
像
を
金
属
板
で
構
成
す
る
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
、
ベ
ン
テ
ィ
ヴ
ォ
ッ
リ
ョ
は
一
九
一
〇
年
代
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
タ
ト
リ
ン
と
ナ
ウ
ム
・
ガ
ボ
と
い
っ
た
ロ
シ
ア
構
成
主
義
に
お
け
る
事
例
を
挙
げ
つ
つ
も
、
彼
女
の
作
品
が
よ
り
外
界
の
空
間
へ
の
広
が
り
を
志
向
し
て
い
る
と
と
も
に
、
主
題
が
女
性
の
日
常
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
１
６
）
。
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
が
組
織
し
た
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
内
の
未
来
派
区
画
に
お
い
て
、
彼
女
の
作
品
は
「
航
空
彫
刻
」
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
自
体
が
描
く
の
は
、「
飛
行
そ
の
も
の
」
で
も
「
飛
行
の
精
神
性
」
で
も
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
い
う
素
材
、
金
属
版
の
自
在
な
操
作
に
挑
む
実
験
的
精
神
と
い
っ
た
要
素
に
つ
い
て
、「
航
空
」
と
い
う
言
葉
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
レ
ジ
ー
ナ
が
名
を
連
ね
た
、
ム
ナ
ー
リ
ら
ミ
ラ
ノ
の
未
来
派
の
若
手
に
よ
る
「
未
来
派
航
空
造
形
技
術
宣
言
」
に
は
、「
過
去
主
義
者
（passatista
）」
に
対
す
る
強
い
挑
発
や
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
に
対
す
る
信
頼
の
表
明
な
ど
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
が
繰
り
返
さ
れ
る
一
方
、「
至
急
に
新
し
い
芸
術
を
」
と
訴
え
て
い
る
そ
の
中
身
に
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
独
自
の
路
線
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
空
間
と
大
気
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
の
陶
酔
」「
純
－49－ 
 
粋
状
態
に
向
か
う
機
械
の
感
覚
（
機
械
＝
芸
術
、
す
な
わ
ち
役
に
立
た
な
い
機
械
）
の
発
明
」
と
い
っ
た
要
素
の
強
調
は
、
未
来
派
と
は
別
に
ミ
ラ
ノ
に
存
在
し
て
い
た
、
純
粋
な
抽
象
美
術
を
志
向
す
る
潮
流
と
も
接
近
し
た
も
の
で
あ
る
。「
未
来
派
二
五
周
年
を
二
五
才
の
未
来
派
た
ち
が
祝
う
」
と
も
題
さ
れ
て
い
る
こ
の
文
章
で
は
、「（
我
々
の
中
で
最
も
若
い
者
は
二
六
才
で
あ
る
）」
と
、
題
名
に
誇
張
が
あ
る
こ
と
を
冗
談
め
か
し
て
記
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
確
か
に
ム
ナ
ー
リ
た
ち
が
い
ず
れ
も
二
十
代
だ
っ
た
の
に
対
し
、
す
で
に
四
十
才
を
迎
え
て
い
た
レ
ジ
ー
ナ
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
ミ
ラ
ノ
の
状
況
も
大
き
い
（
１
７
）
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
彼
女
が
作
品
発
表
の
場
を
具
体
芸
術
運
動
に
求
め
て
い
く
の
も
、
ム
ナ
ー
リ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
未
来
派
メ
ン
バ
ー
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
８
）
。 
  
 
 
三 
一
九
三
〇
年
代
の
女
性
芸
術
家
た
ち
と
「
家
庭
的
キ
ュ
ビ
ズ
ム
」 
 
 
レ
ジ
ー
ナ
以
外
に
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
未
来
派
は
何
人
も
の
女
性
芸
術
家
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。
同
年
代
の
初
頭
に
お
い
て
「
航
空
舞
踏
」
の
担
い
手
と
な
り
、
短
期
間
な
が
ら
未
来
派
が
い
ま
だ
未
開
拓
で
あ
っ
た
ダ
ン
ス
と
い
う
分
野
に
足
跡
を
残
し
た
ジ
ャ
ン
ニ
ー
ナ
・
チ
ェ
ン
シ
（G
iannina C
ensi, 
一
九
一
三
―
一
九
九
五
）
や
、「
航
空
絵
画
」
の
描
き
手
と
し
て
未
来
派
の
展
覧
会
の
常
連
と
な
る
バ
ル
バ
ラ
（B
arbara, 
本
名O
lga B
iglieri S
culto, 
一
九
一
三
―
二
〇
〇
一
）
や
マ
リ
ー
ザ
・
モ
ー
リ
（M
arisa M
ori, 
一
九
〇
〇
―
一
九
八
五
）
ら
は
、
い
ず
れ
も
比
較
的
若
く
し
て
未
来
派
運
動
に
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
芸
術
の
革
新
に
意
欲
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
男
性
中
心
主
義
的
な
社
会
の
秩
序
に
も
挑
戦
的
で
あ
る
「
新
し
い
女
性
」
と
し
て
の
一
面
も
し
ば
し
ば
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
チ
ェ
ン
シ
は
三
四
年
に
未
婚
の
ま
ま
妊
娠
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
婚
約
者
な
い
し
は
恋
人
の
助
け
を
受
け
ず
に
長
男
を
出
産
し
て
い
る
。
ま
た
バ
ル
バ
ラ
は
、
三
六
年
に
未
来
派
に
加
入
す
る
以
前
か
ら
飛
行
機
へ
の
関
心
を
持
ち
、
実
際
に
航
空
免
許
を
取
得
し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
飛
行
機
へ
の
搭
乗
経
験
を
持
っ
た
モ
ー
リ
ら
と
と
も
に
、
未
来
派
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
「
女
性
航
空
絵
画
家
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
女
性
飛
行
士
」
と
し
て
も
称
賛
さ
れ
て
い
る
（
１
９
）
。 
し
か
し
レ
ジ
ー
ナ
の
場
合
は
、
こ
う
し
た
他
の
未
来
派
女
性
た
ち
が
残
し
た
よ
う
な
大
胆
な
逸
話
で
は
な
く
、
む
し
ろ
反
対
に
そ
の
内
向
性
を
示
唆
す
る
よ
う
な
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
夫
妻
は
お
互
い
の
仕
事
を
認
め
合
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
ブ
ラ
ッ
キ
の
作
品
を
求
め
る
来
客
が
芸
術
家
の
家
を
訪
れ
る
際
に
は
、
彼
女
は
自
分
の
作
品
を
全
部
戸
棚
に
片
づ
け
て
し
ま
う
ば
か
り
か
、
夫
と
来
客
が
交
わ
す
美
術
に
つ
い
て
の
会
話
に
も
一
切
口
を
差
し
は
さ
ま
な
か
っ
た
と
い
う
（
２
０
）
。
特
に
ゼ
ラ
ス
キ
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
芸
術
家
の
行
動
に
、
夫
婦
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
み
な
ら
ず
「
夫
の
影
に
妻
が
生
き
る
と
い
う
、
こ
の
時
代
の
メ
ー
デ
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
農
村
地
域
に
お
け
る
典
型
的
な
家
庭
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
２
１
）
。
さ
ら
に
彼
女
は
、
自
分
の
作
品
の
評
価
に
つ
い
て
も
極
め
て
用
心
深
く
、
一
九
三
三
年
に
つ
く
ら
れ
た
、
紙
や
す
り
、
網
、
本
物
の
皿
、
ブ
リ
キ
と
い
っ
た
多
素
材
に
よ
る
造
形
（polim
ateria
）
の
実
験
作
の
一
つ
で
あ
る
《
ポ
レ
ン
タ
と
魚
》【
図
７
】
な
ど
の
作
品
を
、
数
人
ば
か
り
の
批
評
家
の
非
難
を
受
け
て
破
棄
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
２
２
）
。 
一
方
で
、
レ
ジ
ー
ナ
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
最
近
の
調
査
は
、
彼
女
が
「
家
庭
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
」
を
超
え
て
人
目
を
引
く
活
動
を
繰
り
広
げ
な
い
ま
ま
、
自
身
の
芸
術
を
安
定
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
な
一
定
の
基
盤
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
精
肉
店
を
順
調
に
経
営
し
て
い
た
母
お
よ
び
親
類
か
ら
金
銭
的
か
つ
物
質
的
な
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、
夫
が
自
ら
絵
画
に
お
い
て
独
自
の
地
歩
を
築
く
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
買
い
－50－ 
 
手
の
多
い
肖
像
画
や
風
景
画
の
創
作
を
続
け
て
い
た
こ
と
で
、
経
済
的
に
問
題
を
抱
え
ず
に
済
ん
で
い
た
の
で
あ
る
（
２
３
）
。
以
上
に
挙
げ
た
よ
う
な
要
素
は
、
同
時
期
に
未
来
派
に
加
入
し
た
女
性
の
中
で
は
、画
家
レ
ア
ン
ド
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
ル
ッ
チ
・
コ
ミ
ナ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ（L
eandra A
ngelucci 
C
om
inazzini, 
一
八
九
〇
―
一
九
八
一
）
の
立
場
に
比
較
的
近
い
と
言
え
よ
う
。
生
家
も
結
婚
相
手
も
富
裕
で
あ
っ
た
彼
女
は
若
い
頃
か
ら
絵
画
を
学
ん
で
い
た
が
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
妻
と
し
て
三
人
の
子
供
の
養
育
に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
、
一
九
三
〇
年
に
運
動
に
参
加
し
た
時
に
は
四
〇
才
に
な
っ
て
い
た
。
彼
女
の
画
風
そ
の
も
の
に
は
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ド
ッ
ト
ー
リ
（G
erardo 
D
ottori, 
一
八
八
四
―
一
九
七
七
）
の
影
響
が
強
い
も
の
の
、
レ
ジ
ー
ナ
の
よ
う
に
非
常
に
個
人
的
な
技
法
を
追
求
し
た
（
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
ギ
リ
シ
ア
で
盛
ん
だ
っ
た
、
蝋
画
技
法
の
採
用
）
こ
と
で
、
同
じ
く
運
動
内
で
独
自
の
位
置
を
確
保
し
て
い
た
。 
ミ
ラ
ノ
の
抽
象
芸
術
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
カ
ル
ロ
・
ベ
ッ
リ
は
、
一
九
八
三
年
に
行
わ
れ
た
レ
ジ
ー
ナ
の
展
覧
会
に
寄
せ
た
一
文
に
お
い
て
、
当
時
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
レ
ジ
ー
ナ
に
ど
う
注
目
し
た
か
を
回
想
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
女
を
高
く
評
価
し
た
ペ
ル
シ
コ
と
議
論
す
る
中
で
、
ベ
ッ
リ
は
彼
女
の
独
自
性
に
つ
い
て
「
家
庭
的
キ
ュ
ビ
ズ
ム
（cubism
o 
dom
estico
）」
と
で
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
評
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
逆
に
た
し
な
め
ら
れ
た
と
い
う
（
２
４
）
。
し
か
し
、
彼
女
の
作
品
の
中
に
、
明
ら
か
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
要
素
と
と
も
に
、
あ
る
種
保
守
的
と
も
言
え
る
日
常
的
な
一
種
の
親
密
性
を
も
っ
た
環
境
が
現
出
し
て
い
る
こ
と
を
「
家
庭
的
」
と
表
現
す
る
な
ら
ば
、
同
時
代
に
お
け
る
ベ
ッ
リ
の
言
葉
は
的
を
射
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
家
庭
的
キ
ュ
ビ
ズ
ム
」
は
、
実
験
的
な
創
作
を
押
し
進
め
た
い
と
考
え
る
一
方
で
、
そ
れ
に
不
安
を
持
ち
続
け
て
も
い
る
こ
の
女
性
芸
術
家
に
、
未
来
派
と
い
う
場
が
交
錯
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
 
四 
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
題
材
と
の
関
わ
り
方 
 
レ
ジ
ー
ナ
が
未
来
派
の
企
画
展
に
参
加
し
た
の
は
、
一
九
四
〇
年
の
第
二
二
回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
が
最
後
と
な
っ
た
。
シ
ェ
イ
ウ
ィ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
二
年
の
同
展
に
彼
女
が
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
「
厳
格
に
」
フ
ァ
シ
ス
ト
的
テ
ー
マ
を
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
拒
ん
だ
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
２
５
）
。
実
際
こ
の
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
お
い
て
未
来
派
は
、「
戦
争
の
航
空
絵
画
（A
eropittura di guerra
）」
と
題
し
た
自
ら
の
区
画
に
二
〇
〇
点
を
超
え
る
作
品
を
出
展
す
る
と
と
も
に
、
戦
時
下
に
お
い
て
特
設
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
王
国
の
三
軍
の
将
校
が
監
修
す
る
「
陸
軍
館
」「
海
軍
館
」「
空
軍
館
」
の
う
ち
、
最
後
の
「
空
軍
館
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
黒
シ
ャ
ツ
隊
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
の
事
業
な
ど
に
題
材
を
と
っ
た
作
品
を
描
く
こ
と
は
、
三
〇
年
代
の
未
来
派
に
と
っ
て
は
普
遍
的
な
こ
と
で
あ
り
、
男
性
の
未
来
派
と
比
べ
て
周
縁
的
で
あ
っ
た
と
は
言
え
る
も
の
の
、
女
性
芸
術
家
に
も
ま
た
見
ら
れ
た
動
き
で
あ
っ
た
（
２
６
）
。 
一
九
四
〇
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
さ
れ
た
二
点
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
《
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
女
た
ち
》【
図
８
】
は
、
レ
ジ
ー
ナ
に
お
け
る
そ
の
ま
れ
な
事
例
と
言
え
る
。
鉄
板
に
よ
っ
て
二
人
の
エ
チ
オ
ピ
ア
（
ア
ビ
シ
ニ
ア
）
人
女
性
の
表
情
を
描
写
し
た
こ
の
作
品
は
、
す
で
に
一
九
三
六
年
に
ミ
ラ
ノ
・
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
《
仮
面
（M
aschera
）》
と
い
う
題
名
で
展
示
さ
れ
た
、
同
等
の
デ
ザ
イ
ン
と
サ
イ
ズ
を
有
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
版
（
個
人
蔵
）
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
展
記
録
お
よ
び
鉄
板
製
の
作
品
に
記
さ
れ
た
「1935
」
と
い
う
数
字
か
ら
、
こ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
版
が
着
想
さ
れ
制
作
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年
の
十
月
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
は
エ
チ
オ
ピ
ア
に
対
し
侵
攻
を
開
始
、
翌
一
九
三
六
年
の
五
月
に
は
全
土
を
制
圧
し
「
帝
国
」
の
成
立
を
宣
言
し
て
い
た
。 
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《
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
女
た
ち
》
と
同
時
に
展
示
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
作
品
に
非
常
に
近
い
形
状
の
《
同
時
的
な
仮
面
（M
aschera S
im
ultanea
）》【
図
９
】
で
あ
る
。《
同
時
的
な
仮
面
》
に
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
版
が
存
在
し
て
お
り
（
個
人
蔵
、
制
作
年
代
不
明
）、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
当
然
こ
の
両
者
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２
７
）
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
作
品
は
基
本
的
な
発
想
を
同
じ
く
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
様
式
で
異
な
る
存
在
を
描
こ
う
と
し
て
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、《
同
時
的
な
仮
面
》
の
た
め
の
習
作
【
図
１０
】
に
お
い
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
細
め
の
顔
に
肩
ま
で
伸
び
た
髪
を
持
っ
た
、
明
ら
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
の
姿
で
あ
り
、
頬
骨
の
張
り
、
厚
い
唇
、
省
略
さ
れ
た
短
い
頭
髪
と
い
っ
た
要
素
で
構
成
さ
れ
る
「
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
女
」
と
は
違
い
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
準
備
素
描
の
女
性
の
髪
型
や
容
貌
に
は
、
レ
ジ
ー
ナ
よ
り
数
歳
年
下
の
女
性
未
来
派
で
あ
る
ベ
ネ
デ
ッ
タ
の
面
影
が
見
受
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
《
同
時
的
な
仮
面
》
は
、「
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
女
」
と
対
に
な
る
「
イ
タ
リ
ア
の
女
」
の
仮
面
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 
両
作
品
は
、
四
〇
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
カ
タ
ロ
グ
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
《
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
女
た
ち
の
航
空
鉄（A
eroferro di D
onne A
bissine
）》お
よ
び《
成
層
圏
の
航
空
鉄（A
eroferro 
di S
torasfera
）》
と
い
う
名
前
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
題
名
に
せ
よ
、「
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
女
」
は
そ
の
ま
ま
エ
チ
オ
ピ
ア
の
人
間
と
し
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
イ
タ
リ
ア
の
女
」
に
は
「
同
時
的
」
ま
た
は
「
成
層
圏
」
と
い
う
未
来
派
独
自
の
用
語
が
冠
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
未
来
派
に
属
さ
な
い
「
彼
女
ら
」
と
そ
れ
に
属
し
て
い
る
「
私
た
ち
」
と
し
て
、
明
白
な
差
異
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
だ
が
、
鉄
の
薄
板
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
両
作
品
に
施
さ
れ
て
い
る
技
法
は
同
じ
で
あ
り
、
表
現
上
の
差
異
化
も
確
か
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
フ
ァ
シ
ス
ト
の
「
帝
国
」
の
威
勢
を
誇
示
す
る
た
め
に
必
要
な
、
人
種
（
主
義
）
的
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
極
め
て
目
立
た
ず
、
イ
タ
リ
ア
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
両
者
は
尐
な
く
と
も
造
形
表
現
の
上
で
は
等
価
に
扱
わ
れ
て
い
る
。 
カ
タ
ロ
グ
に
お
け
る
両
作
品
の
題
名
と
し
て
「
航
空
鉄
」
と
い
う
誇
張
的
表
現
を
加
え
た
の
は
、
お
そ
ら
く
未
来
派
区
画
を
統
括
し
た
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
レ
ジ
ー
ナ
の
作
品
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
価
値
を
よ
く
認
識
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
「
帝
国
」
を
称
揚
す
る
に
は
足
り
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
単
な
る
言
葉
の
上
の
誇
張
を
越
え
た
、
よ
り
露
骨
な
「
帝
国
」
の
表
現
を
四
二
年
の
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
レ
ジ
ー
ナ
の
未
来
派
と
の
つ
な
が
り
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
  
お
わ
り
に 
 
シ
ェ
イ
ウ
ィ
ラ
ー
の
伝
え
る
そ
の
肉
声
に
よ
れ
ば
、
晩
年
の
レ
ジ
ー
ナ
は
未
来
派
運
動
に
対
し
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。「
遠
い
一
九
三
六
年
に
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
が
私
に
言
っ
た
よ
う
に
、
未
来
派
の
中
で
も
自
分
は
つ
ね
に
自
律
し
て
い
た
、
つ
ま
り
私
は
、
未
来
派
の
真
の
本
質
に
基
づ
い
て
活
動
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
私
の
最
新
の
作
品
も
ま
た
未
来
派
的
た
り
う
る
の
で
す（２
」８）
―
―
最
も
外
部
に
対
し
挑
発
的
で
あ
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
へ
の
協
力
と
い
う
形
で
の
公
的
空
間
へ
の
進
出
志
向
を
有
し
て
い
た
こ
の
運
動
は
、「
航
空
」
と
い
う
標
語
の
下
に
、
む
し
ろ
内
向
的
で
純
粋
芸
術
へ
の
志
向
が
強
か
っ
た
一
人
の
女
性
芸
術
家
を
も
引
き
つ
け
、
そ
の
中
で
の
「
自
律
」
的
な
展
開
を
用
意
す
る
だ
け
の
要
素
を
、
尐
な
く
と
も
第
二
次
世
界
大
戦
の
時
期
ま
で
な
お
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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d
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e fu
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２
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版
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） M
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aram
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ま
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筆
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出
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な
か
っ
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が
、
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〇
〇
九
年
に
は
未
来
派
百
周
年
に
行
わ
れ
た
記
念
行
事
の
一
つ
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し
て
、
ブ
レ
ー
シ
ャ
で
再
び
大
規
模
な
回
顧
展
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。P
ao
lo  
 C
am
p
iglio
 
(a 
cu
ra d
i), 
R
eg
in
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fu
tu
rism
o
, a
rte 
con
creta
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ltre, 
B
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F
ondazione A
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brosetti A
rte C
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（
８
） A
nna Z
elaschi, R
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rassede C
assolo B
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dizioni, 2010. 
（
９
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レ
ジ
ー
ナ
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没
後
に
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展
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し
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開
か
れ
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い
る
の
に
対
し
、
ル
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ー
ジ
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ブ
ラ
ッ
キ
の
そ
れ
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管
見
の
限
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で
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alter A
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racchi:  
 
 
 
 un m
aestro del nostro tem
po, M
ilano, 1979
く
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な
い
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し
か
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例
え
ば
、
一
九
三
二
年
と
一
九
三
四
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
カ
タ 
ロ
グ
な
ど
に
は
、
彼
の
作
品
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
的
に
は
一
定
の
大 
衆
的
知
名
度
の
あ
っ
た
画
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
（
１０
）C
aram
el, op.cit., p.11; Z
elaschi, op.cit., p.27. 
（
１１
）E
doardo P
ersico, F
igure m
oderne,
《L
a C
asa B
ella
》, m
aggio 1931, pp.54
-55;  
E
doardo P
ersico, in
《L
a C
asa B
ella
》, febbraio 1932, p.38. 
（
１２
）B
runo M
unari, C
arlo M
anzoni, G
elindo F
urlan, R
icas, R
egina, M
anifesto Tecnico  
d
ell’A
ero
p
la
stica
 
F
u
tu
rista
(Il 
2
5⁰
 
d
el 
fu
tu
rism
o
 
festeg
g
ia
to
 
d
a
i 
fu
tu
risti  
venticin
quen
ni), 
in
《S
ant’E
lia
》, 
1 
M
arzo 
1934; 
rip. 
in 
S
cheiw
iller, 
op.cit.,  
pp.27-31. 
（
１３
）B
alla, B
enedetta, D
epero, D
ottori, F
illia, M
arinetti, P
ram
polini, (M
ino) S
om
enzi,  
T
ato, M
anifesto della A
eropittura
, in D
e M
aria, op.cit., pp.197
-201. 
（
１４
）
台
座
に
は
「
空
中
の
感
性
（S
ensibilità A
erea
）」
と
い
う
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ 
の
作
品
は
、
カ
ラ
メ
ル
お
よ
び
ゼ
ラ
ス
キ
の
先
行
研
究
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
、
一 
九
三
五
年
頃
の
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
一
九
三
四
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ 
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
レ
ジ
ー
ナ
の
出
展
作
の
中
に
《
空
中
の
感 
性
》
と
い
う
題
名
を
持
っ
た
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
四
年
の
作
品
と
三 
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六
年
の
《
航
空
感
性
》
が
同
一
の
も
の
か
、
ま
た
は
材
料
や
サ
イ
ズ
を
変
更
し
別
個 
に
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作
さ
れ
た
作
品
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 
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ボ
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空
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瓶
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一
九
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け
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問
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テ
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ヴ
ォ
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挙
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構
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義
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刻
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の
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い
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言
及
し
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い
る
。R
o
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d
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ra
u
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and A
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lio  
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om
dadori, 1998 (ori. 1981), pp.68
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（
１７
）C
aram
el, op.cit., pp.19, 22. 
（
１８
）M
irella B
andini, “R
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